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２ 習志野市子ども・子育て支援事業計画の基本理念・基本視点・目標について

(1) 基本理念・基本視点・目標の体系について

子どもは、未来をつくる存在であり、社会の希望です。子どもの健やかな成長を支える営みは、子ども、

父母その他の保護者、地域の人々が共に係わり、共に育ち合い、共に支え合うことで実現するものであり、

それが市民一人ひとりの幸せにつながり、やさしさにあふれるまちをつくっていくと考えます。

子育てとは、本来、子どもに限りない愛情を注ぐ尊い営みであり、父母その他の保護者がまずもって担う

べきものです。

しかしながら、子育てを行う家庭が置かれている環境は大変厳しく、核家族化の進行等によって日々の子

育てに対する助言、支援や協力を得ることが困難である家庭や、様々な理由から共働きを選択するものの仕

事と子育ての両立に困難を感じている家庭は多く、就労の有無等に係わらず、子育ての負担や不安、孤立感

が高まっている状況です。

また、少子化により、子どもの数の減少とともに兄弟姉妹の数も減少しており、子どもが異年齢の中で育

つ機会が減少しているなど、子どもの育ちに影響のある環境変化も顕著です。

すべての子どもの健やかな成長を実現するために、市民や行政・学校・民間団体・企業等の地域社会が、

その目的を共有して、家庭が子育ての負担や不安・孤立感の中から喜びや生きがいを感じて子育てをするこ

とができるよう、また、子どもが安心して育まれるとともに、子どもが集団の中で育ち合うことができるよ

う、協働し、それぞれの役割を果たすことが、子育ち・子育て支援の力になると考えています。

習志野市は、子どもの健やかな成長をみんなで支えるまちを目指します。

基本理念、基本視点、目標について

基本理念 ： 子どもの健やかな成長を みんなのやさしさで支えるまち 習志野

基本理念 ： 子どもの健やかな成長を みんなのやさしさで支えるまち 習志野

基本視点１ ： 自律力

基本視点２ ： 家庭力

基本視点３ ： 地域力

目標１ ：

子どもが自分の未来を見つめて、

たくましく生きていく力を育む。

目標２ ：

家族が喜びや生きがいを感じながら、

子育てができる場所となる。

目標３ ：

子どもや家族・家庭をやさしく

見守り、支える地域社会となる。
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